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最近の東京湾におけるアサリへい死現象と

へい死調査に関する考察

布li野.純・竹!協 博・鈴木和良

はじめに

最近の東京湾においてはアサリ漁業がのり養殖漁業

とともに重要な位置を占めているが，漁場においてし

ばしばアサリのへい死現象が発生し，時として4000

トン以上の莫大な被害となっている。調査の範囲では

へい死原因は多岐にわたっていたが，なかには原因不

明のもの，あるいはいくつかの複合した原因によると

考えられる場合もあった。

今後のアサリ漁業はのり養殖漁業と同様に，より管

理型の漁業形態へ移ることで生産性の向上や生産量の

増加をはかる方向をたどろうとしている。このために

は漁場がそれぞれ持っている環境特性を十分に把握し，

その特性に基づいた漁場の効率的な活用をはかること

が第一要件であろうと思われる。このような観点から

へい死原因を究明することは，場合によって負の環境

特性を把握することにもつながる，大変重要なことと

考えられる。

以上述べたことを踏まえて調査を開始した昭和56年

度から以後のへい死事例を整理し，千葉水試が内房北

部海域で行なったアサリのまきつけ試験におけるへい

死についても併せて考察を加え，地区別の問題点等を

検討したので報告する。

調査方法とまとめ方

1 )へい死情報の収集

へい死が起きた泊、場を管理している漁業協同組合お

よびその周辺漁業協同組合から情報を収集して後，調

査を実施した。

2 )調査対象海域

東京湾におけるアサリ漁場は図1に示す3区域に区

分される。これに水試がアサリ種貝のまきつけ試験を

実施している内房北部砂浜域をあわせて4区域につい

て調査した。

i[J iJl/!i:.;本路

図1 東京湾におけるアサリ漁場の灰分

注.内房北部地区のアサリの水婦げは少~ l~o 本報の中では

まきつけ試験区域としてあつかっている。

3 )試料採取の方法

前記した4区域の漁場はそれぞれ水深等に特徴があ

るため，使用漁具も異なっている。試料採取について

は漁業者の協力を得たので，それぞれの場に対応した

形ひ行なった。各漁場における試料採取の方法につい

て表1に示した。
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4 )採取した試料の処理方法

単位面積内から取り上げた試料のうち，まず生貝を

i差別した。次に肉片が付着した死貝がある場合にはこ

れを区別して選別した。この後死殻の中から以下のこ

とに著目して選別を行ない，最近へい死したアサリの

1国{事とした。
(1)両殺がつ在がっている。

(2)多毛類の懐管，ブジツボ等の付着物がないこと。

(3)殻lこ変色がなくきれいであること。

上記によって区別した試料の(団体数，殻長組成等を

調査し，へい死率を算出した。また肉片付の死貝の有

無によってへい死が継続中であるかどうか判断し，継

続中の場合はその後も調査を行なった。

損害の状況等によっては調査の範囲で資源のへい死

前の現存量の分布とへい死率の分布を縫定し，この両

者からへい死量を概算した。

調査結果と考察

へい死の事例とその原因

表2に昭和56年度以後に発生した貝類へい死の事例

とその原凶等をまとめて示した。へい死原因はいくつ

法一方一の一取一
宏
小
「

4
寸
J

E

ιιτ
一

d
脅

1

一
試一る一
区
一
区

ふ
j

一

一

品

也

l
国

一

j

お
一
一
軍

同

一

吉

二
四
一
i

i

I
司

一

t

:
一
一

1

佐
一
一
湾

封
一
地
一
内

1
一

表一

かのタイプに分けることが出来たので以下に項目別に

記した。

1 )沖合底層無酸素水の接岸・湧昇

昭和56年7月下旬に内湾北部地区の漁場中央部の市

川航路沿いの凹地でアサリが大量にへい死した(図2)。

同地区では夏期に北東を中心とする陸I主lが吹き続くと

沖合底層無酸素水が接岸・ i勇昇して青潮になることが
あるが，このたびにアサリがへい死している，，~幻。

ごの事例の場合もへい死が認められた数日前から北東

風が炊き続けていたごとおよび沖合部や航路沿いの深

みを中心としてアサリがへい死したことから，青潮現

象は発生しなかったが，沖合底層の無酸素水または貧

酸素水の接岸によるものと判断された。

2 )降雨にともなう河川からの濁水

内湾北部地16.<:'は昭和57年8月28に関東地方を通

過した台風10号がもたらした降雨によって江戸川が増

水し，放水路を開いたため，濁水が漁場に流入した。

8 月 7 日の調査制土漁場内の塩分6.76~22.44 銘と通

常よりもかなり低くなっていた。アサリの生息状況を

調査したとごろ，市川航路東側および西側浅海部でへ

い死貝が多く認められ，またこの周辺には泥分の最大

大巻き又は腰巻きの篭(γョレン)にlmm自の網を内張りして1定距離曳く。

試科採取の方法

木更津地区

富津岬北I団地区奪

内房北部地区

干潮時に5lkmX50cmの方形枠を用いて枠取。

ヘルメットまたはスキュ パによる潜水士が5OcmX50cmの方形枠を用いて枠取り。

同 上

良子高度にもアサリ禽鳩が存在ずるが、へい死の事問がなかった。

表2 昭和56年4月以後のアサリのへい死事例

5・年 へい死時期 '̂ しミ 死 f~ 所 推定へい死量(トン) 推定したへい死原因

7 月下旬 内湾北部地区 1.5∞ 沖合底層無酸素水の接岸、湧昇

56 8 H 中旬 富津師北側地区 4，∞o以上 複合した原因によるものと推定

11月上旬 本更津地区久諮問地先 6 小績川からもたらされた濁水

6 月上旬 内房北部地区新富津のりifliJ易防波栂内斜 1 f也盤標高の過剰な変動

6月-7月 内房北部地区下出iのり漁局担 1 ヒトデ・アカニシによる食害

57 8 月上旬 内湾北部地区 2.6∞ 江戸川政水路からもたらされた濁水

8月-9月 内房北部地区上総湊地先務3 12 地盤標品の過剰な変動

9 月中旬 木更津地区木更津~江川地先 複合した原因によるものと推定

58 9月上~中旬 木更i事地区 向上

認1.2.千葉県水産試験場まきつけ試駿結果 ※3.千葉県水産試験鳩および天羽戸、協のまきつけ試験結果



図2 内湾北部地区のアサリへい死と水深

黒丸印 調査点、数字はへい死率、沖合部4点はほとんど

アサリが生息していなかった。

¥、
アサリ資源の推定資源量

座主主 0.5-2ko/nl
密室182kg/ni以上

図3 内液北部地区アサリへい死率と推定資源景

・太線:へい死率による反域分け(%)

細線:アサリ資源の推定分布量

• 28調査点について調べた。

10cm程度の堆積も確認された(凶3)。

木更津地区においても昭和56年10月30日に通過した

台風24号がもたらした降雨によって小橿川が増水し，

この濁水に冠水した久津問地先の養貝場の凹地(ウタ

リ)において，量的には少なかったがアサリがへい死

した(図4)。

熊本県のり研究所が低塩分水のアサリへの影響につ

いて試験を行主い，水温25
0

C，比重5.4の湯合，72時

間でへい死すると報告している"。また浮遊土もアサ

リにかなりの影響を及ぼすことがま口られているヘ

以上のことから上記の濁水によるへい死例では漁場内

に流入した低塩分水とともに，その中に含まれた泥分
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図4 木更海地区アサリへい死場所

等の影響も加わって，アサリがへい死したものと判断

された。

3 )地豊富標高の過剰な変動

昭和55年~同57年に千業県が実施した内房海域総合

開発調査のうち内房北部砂浜域の開発調査の一会貫とし

て，同地区の 5ヶ所で昭和57年4-5月にかけてアサリ

をまきつけた(閃5)。これらのアサリのうち新富津

のり漁場の鋼管ノミイル防波櫛のものは 1ヶ月後に，上

総{喜子地先のものは4-5ヶ月後には生息{回数が激減し

ていた。また死殻もほとんど見つけることが出来なか

った。へい死原因について検討を加えた結果，山口県"

にかいて報告されていることと同様の波浪による底土

の過剰な変動によるものと判断された九

内湾においてもこれと同じ現象が認められる。例え

ば北部地区漁場の沖合部の瀬の部分(図 2)には昭和

56年9月19日の調査において殻長2-2Ommのアサリ稚

貝が最高512f国/rrf認められたが定着せず，漁場を形成
することがなかった。地元漁業者の話 Pは沖合部の瀬

は風による地の動きが激しいの F稚貝が大量に発生し

でも成育することは少ないとのことである。

木更津地区や富津岬北側地区においてもこの現象に

よるへい死現象が発生していると推定されるが，詳細

な調査例がないので，今後調査解明していくべき重要

な課題と判断される。
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大貰

図5 内房北部砂浜域におけるアサリまきつけ場所

xl.新富津のりi骨鴻防7庄伺内。 X2.新富津のりi初耳土のう堤内。
x3下計11のり内崎上のう堤内。 x4.5.上総j圭地先。

X1.2.3.5については各1トン，X4.は10トンのアサリをまきつけた。

4)食害生物によるもの

上記3)で述べたアサリまきつけ区のうち下8flのり漁

場においてはまきつけ後ヒトデ，アカニシが婚集L，ア

サリを食害していることが観察された。約2kg/nf( 

約1000個/nf)でまきつけられたアサリに対して水中

テレビの観察では 1~3 個/nf のヒトデ，および0.5~

1 f困/nf程度のアカニシが生息していたと推察された

が，アサリは2ヶ月後にほぼ全i成してしまったわ。

また 2ヶ月後の調査時にヒトデ，モミジガイ，スナ

ヒトデ，イトマキヒトデ等のヒトデ類を採集したが，

このうちモミジガイ合計50尾の消化管内にアサリ，カ

ガミガイその他の二枚員の稚貝(殻長1~4mm) 62 

個体を認めた。従ってまきつけた種只サイズのアサリ

はヒトデに食害されたのに対してこの場で発生した稚

貝はモミジガイにかなり食害されたことカサ佳察された三

5)複合した原因によると判断されたもの

木更津地区アサリ漁場では昭和5711'，58年の9月上

~中旬にかけて養貝場のアサリの企部がへい死した。

同地区ではこれまでも秋から冬にかけてしばしばアサ

リがへい死している 81 .到 。これらのへい死が発生

した時期に特定の環境因子が急激に悪化した状況等は

現在のところ認められていない。 従っていくつかの悪

条件が重在ってアサリがへい死したものと推測される。

これま Pのところ考えられる要因としては以下のもの

をあげることが出来る。

(1)季節的な生理的条件による活力の低下山

(2)沖合貧酸素水の流入(夏期のへい死の場合)

(3)干潟の高水温化(夏期のへい死の場合)

(4)J也捻標高の過剰な変動

(5)九州からの運織による種Hの活力低下
富涼岬北側地区の潜水器F漁獲されているアサリ漁

場ひも昭和56if8月中旬に大量のアサリがへい死した

(図6)。ごのアサリ i魚場は水深4~6mと深いこと，

ホトトギスがかなり密度漉く繁殖していたこと，昭和

49年度から漁獲され出した比較的短かい歴史の漁場で

あること等の特徴があげられた。へい死原因について

は断定出来るものがなかったので，上記の木更津地区

のアサリへい死と同様にいくつかの要因が重なり合っ

たもの Fあろうと判断された。

アサリ資源の推定分布量

騒。同州
2k， /n/以上

~ 
第11毎箆

議7暑扇

。
師、t曲

。 @

q ームー_j'.

図6 1草津岬北m~、アサリへい死率と推定資源量の分布

・太線へい死率による区域分け(%)、

細線 アサリ資源の推定分布量

・40詞査点について調べた。

へい死調査に関する考察と場所別の特性

アサリは生息場が悪条件下になっても魚類のように

ただちにへい死する訳ではなく，数日経過後にへい死

が始まるので， しばしば環境が悪化していたことを見

落してしまい，へい死原凶がわからないままに終わる

ことが多い。従って漁場における通常のアサリの生息

状況を生息場所の持性との関連ひ生埋生態的な見地か

ら詳細に詞査しておき，悪化しやすい環境問子をあら



かじめ把握しておくことが第1要!午Pある。

次に場所別の特性を調べるために地区別の最近年に

おけるアサリ生産量を表3に，またこれまでの調査に

よってまとめた各漁場の特徴について主なへい死原因

も含めて表4に示した。表3，4に基づき地区別の特

性や生産状況について以下に記した。

1 )内湾北部地[3:

当地区では自然発生貝を漁獲していることでもわか

るとおり，稚員の発生量が多く，この点 Fは他地区と

比較して最もすく、れているが，例年夏から秋にかけて

発生する沖合底層無酸素水の接岸・湧昇(海域が青白

濁化した場合青潮と呼ん?いる)と大量降雨後の江戸

川放水路からの出水による影響が大きいために，生産

量が不安定となっている。

調査結果のI頁Pも記述したように，へい死場所には

一定の傾向がうかがえる。また船橋市漁協貝類研究会

でも漁場の調査結果に基づき，漁場の利用方法を発表

している凶とおり，場を区分化L，季節ごとの漁場利
用方法についてさらに検討をかきねていくことがへい

死による損害を軽減する方策として考えられる。

表3 地区別のアサリ生産量の変化祖

地 E一一一 s年度
52 53 

内湾北部地反 日，243 4，936 

木 更 j章 f也 区 10日44 12，879 

富津坤北 沖合部 2，368 2，581 

側地区 干潟域 27 522 

内房北部地区 。 5 
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2 )木更津地区

当f也区では干ig域がアサリj魚主揚となっているため，

顕著な貧酸素水によるへい死現象は認められない等の

他地[Kと比較して有利な条件を持っている。一方稚只

発生量が少ないため，他県産種貝を購入してまきつけ

ているが，近年この歩留まりが低下し，場合によって

は30~50%程度になっている 1ヘ調査結果 Pも述べた

とおり，秋から冬にかけては複合した原因によると推

定されるアサリのへい死現象が認められており，この

ことが歩留まり低ドの大きな原因ひあろうと判断され

る。従って調査結果ひ述べたいくつかの条件を考慮し

ながら今後とも継続した調査を行う必要があると考え

られる。

3 )宮津岬北i'-I[t也区

当地区の水深 4~6m のアサリ生息域においては昭

和56年8月の大量へい死現象が発生して後，資源量が

回復しないために，表3に示したように生産量が急激

に低下している。その後の調査では稚貝の発生も認め

られ，アサリの漁獲も行なわれているが，調査結果の

項ひも述べたとおり，漁場としての歴史が浅く，知見

(単位:トン)

54 55 56 57 

2、ω7 5，681 5，480怒4 3，055 

13，071 7，368 6、∞9 6，562※2 

3，563 4，235 1.024 164 

647 310 314 312掠 3

30 40 38 。
※1千薬県水産部栽培漁業課調査資科。来2木更津漁協の南弓 H!よる推疋生産量が含まれていなt論。

※3金高;孝治協の調子狩による縫定生産量戸含まれていない〕※4昭和56年度農続資科で補正した。

表4 各地区別漁場の特性とへい死原因

地 区 ホ
相川、 記長1

特記事項 自き然発生員只 ま 魚1壁方法 へい死の知見
(m) 地強標高の変動 つけの区別

内湾北部地区 。-2 漁そ場のの他jの中側区域で中は小、 R悪E化2が多い。1-t割引=辰質がみら 1る。 自然発生民 巻大巻ききおよび腹 沖江戸合底111層放水本路の接の濁岸水、湧昇

木更津地区
後2

同 1: 養け貝て場小かアらマ潮モ干が狩繁場茂にか まきつけ貝と者白 主としてE要まき 小複!合置川しのた濁原本因、(推そ定の)[也に十0，7-0 蹴発生只の向

富~t 沖合部 4-6 範ほ囲l主、小から中の 耳と茸混止慢が3し，p。ホトトギス 自然発生貝 潜イ器 複合した原作](推定)

3私事1四也1 
ているc

iそ車場のの他沖の側区域で中は小、 治繁J茂那L例制 1にはアマモが 自(.然部発ま生きつ貝け員)坤区 千渇域 +0.7- ている。 主として腰まき 調査事例がない

内房北部地区 4-6 人ほる工静li中構隠か築域ら物を大除等のいに範てよ囲
ホトトギスと混慢して 自然発生只 潜水器 地ト盤デ等標高のの食過害剰変動、 ヒ
いる。

掠1 漁業者からの聞き取り結果を加昧して、大(生息不可能)、中(季節約に生息可能)、小(生息可能)に灰分した。
出2 一部地域ではさらに深い部分で大巻きによって採貝している。
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が少ないので，年間4000トン前後の漁獲が行なわれ

た最盛期の状態にまで回復出来るかどうか判断出来な

い状j兄のままとなっている印。従って当地区において

は深い場所に生息するアサリについての知見の集積を

はかることが第l義であろうと考えられる。

4 )内房北部地区

内房北部地区は k記3j也区と比較した場合，波浪に

よる地盤標高の過剰変動によるアサリの減耗が激しい

のC'，ごれまでもアサリの生産量は微々たるもの Pあ

る。特に昭和57年度はヒトデによる食害もあって，生

産量は皆無 Pあった。今後ともこの地区でアサリの増

殖をはかる場合は，波浪による地盤標高の過剰変動を

防止して，静穏域を確保することが第1義Pあろうと

考えられるが，これ以外にも食害生物の駆除について

も考えておく必要がある。

要 約

近年の東京湾におけるアサリへい死現象について調

査した結果を整理した。へい死原因は多岐にわたって

おり，在かには複合した原因によると判断される場合

もあった。これまで東京湾においては報告例がない地

盤標高の過剰変動によるへい死の事例についても報告

した。へい死原凶を究明するためには潟、場における通

常のアサリの生息状況を生理生態的な見地から生息場

所の持位との関連で詳細に調査しておき，悪化しやす

い環境困子をあらかどめ把握しておくことが重要であ

ると考えた。
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